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考察
マイクロ波の熱作用をジアテルミーとして骨鰡蔵器慢性炎症疾患､子宮内膜症子宮がんや骨盤腹膜
炎に対して用いる例に認められる例が示すようにその効用は十分評価されてきた。しかしながら、その
利用を妊娠期の女性に対してI端I限する必要性が一部の症例報告(GdInmnl928;Rubmm1dmdnmn,1959)
によって指摘されたり、疫学的にもマイクロ波暴露による正常妊娠への影響なども示唆されたことがあ
ること(Silyemlanl980)や、あるいは妊娠期の生体に対する十分な知見力鳴られていないことから、マイ
クロ波暴露の妊娠母体や胎児の影響についてはいまだ明らかではないMdnadsml,1982;BIa1tb1989)。本
研究では､マイクロ波暴露によるNKCAの低下に代表される細胞性免疫の低下力、妊娠期においてのみ
認められた。妊娠初期におけるストレスに伴う流産などの妊娠異常は、古くから知られており(Allisn'
andubag1961;TYIwairs,1967)､最近ではストレスによるPの低下にみられるようなストレス性の黄体機
能不全がその主因とされるようになった(Waboldetal,1986;SUgnoetal,1994)。本結果では、妊娠期のマ
イクロ波暴露時には非妊娠期同樵CSの鋤ﾛ､視床下部〔狼Hの鋤ﾛに示される視床下部CRH-下垂体
副腎皮質系の活幽ﾋｶ注じた。したがって妊娠期においてもマイクロ波力精動ストレスとして作用し、
妊娠継続にとって刀弄ﾘな状態になっていることが示された爪マイクロ波暴露によってはPの勵ﾛｶ観
察された事実が示すように､黄体鶴§坏全があったとは考え難い｡すなわち、マイクロ波暴露時には､P
の増加に認められるような情動ストレス時とは異なった生体反応力挫じること力窺い知れた。このPの
増加は、妊娠期においてのみ認められたため､NKCAやβEPとの関連が想定された。
Pは､妊娠中には､エストロゲン同様､劇的に勅pし､妊娠初期には､主に胎盤から分泌される(Ryan
l980)力、妊娠時の免疫樵昌低下に伴う拒絶反応抑制による妊娠維持に果たす役割も指摘されている
(hnnanl978,Gigioetall994)｡事実､胎盤中のPはｲ蹴t原による免疫反応を抑制することも知られてお
りGIossnnn,1985)､Pのマイクロ波暴露による鞠ﾛがNKCAの低下につながり、妊娠中のホメオスター
シスに寄与している機序の存在も、十分推測される。この点、pEPも妊娠に特異的に轍Ⅱし、またβ
EPによるNKCA低下作用側αi"a1,1989;WeberandP"1989)を同時に考え合わせれば妊娠期のマイ
クロ波暴露時にはPの上昇に代表される胎盤一副腎系力括幽上され､下垂体βEPの作用と協調して、
細胞性免疫の低下がもたらされ､適合性を向上させることによって､一方でストレス性の視床下部CRH-
下垂体副腎皮質系の活幽上に対抗していると考えられた。
このような妊娠期の適合性の向上は、暴露群の結腸温の上昇力、妊娠期において抑制されたという本
結果にも関係があるように考えられた。熱ストレスに暴露された生体では、妊娠期では体温の上昇力琲
妊娠期に比べより抑えられることはよく知られている(VahaE副dietal,1991)。また外因性のパイロジェ
ンに対しても体温の上昇力抑制される(SmoseandFbwdl,1995)。妊娠期の恒温性の向上についての生理
的機序としては、熱ストレスに際した妊娠期のラットでは、非妊娠期に比べ、唾液塗布行動などの蒸散
性の熱放散反応が増加し、あるいは非蒸散性の寮倣散反応が増加し、さらには代謝性の熱産生機能力減
少することから、熱放散の勤ﾛと熱産生の減少が指摘されてはいる(Wilsml,1979)献その特異的な機序
についてはほとんど知られていない。本結果では、体温との関係力探いP(WadeandSclmadaJE,1992W
BEPGMPBallirWetal,1985;R"vm1ietal,1982;Lin就辿1979)爪マイクロ波暴露に際して妊娠期では特
異的に反応したことから､マイクロ波暴露を受けた際して妊娠期の生体では､PやβEP力細胞性免疫を
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低下させつつ、体温上昇を抑制するという2重のホメオスターシスの脚上に貢献しているという機序が
想定された。
NTがマクロファージや好中球の貧食作用を増強したり(Camdoetal,1992;DelaR1副ketal,1993)、リ
ンノ櫛の表面にもNT受容体力斑明されるなどの言醐肥vagetal,1994)から、体温調節作用伽artinetal,
1980)以外にもNTには免疫調節を担う役割があることがごく勗丘では推測されている｡恨陛核でのマイ
クロ波暴露による変化は処女ラットと妊娠ラットの両方に認められたため、情動ストレスとの関係
0WakanmJIaetal,1992)によって解釈され得るカミ妊娠ラットのみ認められた視床7郡町の鋤ﾛは､NT
と体温下降作用と免疫機能との関係から考えればマイクロ波暴露に際して､妊娠期でば恒温作用をNT
が司ると同時に､NKCAを減少させることで胎児、胎盤との適合性を高めるという町の脳内での役割
力雅測され得る。
結局、非妊娠期のマイクロ波暴露時には視床下部MH-下垂体副腎皮質系の活幽上が生じる杁この
活幽上に加え､妊娠期のマイクロ波暴露時にはさらにPの上昇に代表される胎盤一副腎系が活幽上され、
視床T郡Ⅲと下垂体βEPの作用と協調して､NKCAの低下に示される細包性免疫の低下がもたらさ
れ、一方では、体温上昇力湘]制されるという機序力稚測された。これらの結果はいずれも妊娠維持に有
利に働くことから、CSの勵ﾛが示すように10mW/mfのマイクロ波は妊娠期の母体においてもストレ
スとなるカミ妊娠によって、生体は熱ストレスに対するより堅固なホメオスターシスを得ると考えられ
た。
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